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２００５１

　１月29日、一足早い節分会が児童館で

実施され、鬼を追い払う元気な声が聞かれ

ました。（関連記事７頁）
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国民健康保険人間ドッグ・脳ドッグ

　検診費用助成金申請書の受付について

【一斉受付会場】

【一斉受付日時】

壬生町保健福祉センター

平成17年４月了日㈲　午前了時30分から整理券を配布します。

　　　　　　　　　　午前８時30分より受付を開始します。

※４月８日以降は、役場保健課で受付をいたします。

【持参するもの】　①壬生町国民健康保険証

　　　　　　　　②印鑑（認印）

助成対象者（次の①～③のすべての項目に該当する方が対象となります｡）

①ドック検診時に壬生町国民健康保険の被保険者である方（一般、退職者医療制度の別を問いません。

　扶養されている方も対象になります｡）

※会社員の健康保険、公務員の共済組合等に加入している方は、壬生町国民健康保険の世帯主であって

　も、擬制世帯主（ｲ呆険証の世帯主欄に「擬制」と記載）である方も別の保険に加入している方であり

　ますので対象になりません。

②ドック検診時に35歳以上70歳未満の方（ドック検診時に老人保健法の適用を受けている方は対象とな

　りません｡）

③壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

検診医療機関及び検診日程、検診に係る助成金額については、受付当日に会場においてお知らせいたし

ます。また、助成申請書類は会場に備え付けておきますので、当日、会場にて記入いただくこととなり

ます。（従来、対象者のいる世帯あてに申請書類等を送付しておりましたが、事務費削減のため、ご案

内の通知、申請書類は送付しないこととなりました｡）

遠隔地被保険者証（マル学マル遠）をお持ちの方へ

　修学等の理由で単独の遠隔地被保険者証をお持ちになっている方で、

学校を卒業されると、マル学を喪失することとなります。在学の事実

が無＜なった場合は、資格喪失の手続きをしていただ＜必要がありま

す。

　………゛卒業の場合；卒業証書の写し（または、学校から発行される証明

　　　　　　　　書等）

　　　　　　　　印鑑（認印）

　マル遠の被保険者証は、住所の異動は伴わず、長期にわたりその住

所を離れる（長期出張や旅行等）ため、個別の被保険者証が必要な場

合に届出に基づき、期間を設けて交付しているものです。申し出の有

効期間が経過したときには、改めて交付申請をする必要があります。

お手元にある被保険者証の有効期限が経過している場合は、被保険者

証の返還をしていただくこととなります。

「マル学」の場合　見本

　　　　　り

国民健康保険被保険者証

有　効　期　限
　　　　　一

平成　年　月　日

記号 吟 番号

世

帯
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ほ
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ｊ
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険ぴ称
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・恥
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－
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栃木県下都賀郡壬生町
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壬　生　町

栃木県
猫

TEL QZ8Z（肌）ｊＳ３６
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鴨 保ちりﾉ
一人当たり保険給付額と保険税収納額の推移（介護分は除く）

一人当たり保険給付額

(老人医療費拠出金を含む)

　　　　　　　(円)

190,000

180,000

170,000

160,000

０

１

一人当たり

保険税収納額（円）

Ｉ
Ｉ
－
曝
Ｉ
Ｉ

平成10年度　平成11年度

３　生活習慣病な

79

90,000

80,000

70,000

平成12年度

一

■一人当たり保険給付額（円）

・一人当たり保険税収納額（円）

平成13年度　平成14年度　平成15年度

　　　　　　　　　　　医療費を大切にしましょう

　保険税は、加入者のみなさんが病気やけがをしたときの医療費にあてられます。

　医療費が増えると必然的に、給付の費用を補うために保険税を引き上げなければ

なりません。

　日頃から、健康づくりを心がけ、お医者さんのかかり方も見直して医療費を節約

しましよう。

　　　　　　　　　　　医療費が増えている理由

　人□の増加や物価の上昇も一因ですが、他にも次のような理由が考えられます。

１　お医者さんのかかり方

　　お医者さんをかけもちしたり、お医者さんの指示を守らなかったりなど、医療費がか

　　さむお医者さんのかかり方をする人がいます。

２　人口構造の高齢化

　　　高齢社会で病気になりがちな高齢者の人□が増えています。

　　　長期療養を必要とする生活習慣病などの慢性疾患患者が増えています。

４　医学・医療技術の進歩によるもの

　　　新しい機器や薬などが開発され、治療にかかる費用も増えています。ｆ
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健
康
だ
よ
り
　
匹

　
春
と
は
ま
だ
名
ば
か
り
の
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
暦
の
上
で
は
、
春
。

　
受
験
生
を
持
つ
お
母
さ
ん
方
に
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
す
ネ
。

　
健
康
管
理
に
注
意
し
、
特
に
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
も
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
『
食
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
飽
食
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
摂
取
予
予
ル
ギ
ー
量
の
過
剰
や
食
生
活
の
乱
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
偏
り
な
ど
で
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
や
食
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
喪
失
が
個
人
や
社
会
に
い

ろ
い
ろ
な
し
わ
寄
せ
を
及
ぼ
し
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
１
日
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
朝
食
の
欠
食
率
が
、
小
学
校
で
６
・
Ｉ
％
、
ま
た
、
2
0
歳
代
、
3
0
歳
代

の
男
性
が
高
い
こ
と
が
、
県
民
食
生
活
調
査
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
と

共
催
で
、
今
度
、
小
学
生
に
な
る
公
立
保
育
園
及
び
幼
稚
園
の
年
長
兄
1
7
9
名
に
「
朝
ご
は
ん
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１．お子さんは朝ごはんを食べますか？

毎日食べる 165人 92％

週１～２回食べる 8人 4％

週３～４回食べる 3人 2％

食べない 3人 2％

計 179人 100％

毎日食べ※92％の子が朝食を食べていますが、

　ていない子が８％もいます。

２．お子さんは誰と朝ごはんを食べますか？

一人で食べる 15人 8％

家族と食べる 134人 76％

その他 28人 16％

計 177人 100％

※８％の子が一人で食べています。

３．お子さんが朝ごはんによ＜食べる主食は何ですか？一

ご飯（米類） 115人 64％

パン（菓子パンを含む） 55人 31％

麺類 2人 1％

その他(コーンフレーク等) 5人 3％

食べない 2人 1％

計 179人 100％

養しむ叡ぺ?ｅｔｅ

泰
　　勾皆y＿

今

※半数以上がご飯を主食としています。

４．宣卓で｢いただきます｣・にちそうさま｣のあいさつはしますか?

翁

お子さんは　す　る 165人 93％

//　　　　　しない 13人 7％

あなたは　す　る 157人 88％

//　　　　　しない 19人 11％

※食事のあいさつをしている家庭がほとんどですが、

　１割＜らいの子どもと親はあいさつしていません。

５．お子さんは食事の時間に何か手伝いをしますか？

-

兄倚ずﾚ7
手伝いを　す　る 141人 79％

//　　　　しない 37人 21％

計 178人 100％

※８割」＜らいの子が何かの手伝いをしています。

また、どんな手伝いをしますか？（複数回答）

食卓の準備
テーブルを拭＜・料理を運ぶ・食器、食具を並べる・ごはんを盛る・飲み

物を用意する・家族に食事を知らせる・鍋奉行を仕切る等
133人

料理を手伝う サラダを作る・パンに添加物をぬる・野菜を切る・卵を割る等 10人

後かたづけ 食器を洗う等 54人

４



ア
ン
ケ
ー
ト
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結
果
か
ら

-

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
子
が
２
％
、
毎
日
食
べ
な
い

子
を
含
め
る
と
８
％
も
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
主
食
と
し
て
は
、
ご
は
ん
を

主
食
に
し
て
い
る
子
が
6
4
％
、
パ
ン
食
が
3
1
％
で
し
た
。

　
下
記
の
和
食
、
洋
食
の
例
図
を
み
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
和
食
の
方
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
や
す
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ご
は
ん
食
の
子
の
方
が
多
種
類
の
食
品

を
摂
取
し
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
食
に
お
い
て
は
、
菓
子
パ
ン
も
含
め
食
品
が
偏
り
が

ち
な
の
で
、
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
誰
と
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
か
の
問
い
で
は
、
▽
人
で
食
べ
る
子
ど
も
が
1
5

人
で
８
％
い
ま
し
た
。
家
族
員
数
と
の
関
係
を
み
る
と
、
大
家
族
で
あ
る
か
ら
み
ん

な
一
緒
に
食
べ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
今
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
で
「
昼
食
」
・
「
個
食
」
・
「
小
食
」
・
「
固
食
」
等
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
こ
し
よ
く
」
は
、
食
の
偏
り
や
食
べ
過
ぎ
や
キ

レ
ル
な
ど
に
も
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

　
食
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
心
と
身
体
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
テ
ー
マ
で

す
。
家
族
の
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
に
し
て
ぼ
し
い
と
思
い
ま
す
。
食
卓
で
の
あ
い
さ

つ
の
問
い
で
は
、
約
１
割
の
子
ど
も
と
親
が
し
て
い
ま
せ
ん
。
感
謝
の
気
持
ち
を
育

て
る
機
会
で
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち
が
食
事
の
手
伝
い
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
が
わ

か
り
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
食
事
作
り
や
お
手
伝
い
は
、

生
活
技
術
を
高
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ナ
ー
や
習
慣
を
覚
え
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
基
本
で
す
。
生
涯
を
通
し
て
健
康
で
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
し
よ
う
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
さ
ま
の
食
生
活
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
に
お
い
て

健
康
増
進
、
生
活
の
質
の
向
上
、
及
び
食
料
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
「
食
生
活
指
針
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

一 一 一 一

■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■
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１
　
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
・
心
と
身
体
に
お
い
し
い
食
事
を
、
昧
わ
っ
て
食
べ
ま
し
よ
う
。

　
・
毎
日
の
食
事
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
よ
う
。

　
・
家
族
の
団
ら
ん
や
人
と
の
交
流
を
大
切
に
、
ま
た
、
食
事
づ
く
り
に
参

　
　
加
し
ま
し
よ
う
。

２
　
一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を

　
・
朝
食
で
、
い
き
い
き
し
た
一
日
を
は
じ
め
ま
し
よ
う
。

　
・
夜
食
や
問
食
は
と
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。

　
・
飲
食
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
よ
う
。

３
　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
・
多
様
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

　
・
調
理
方
法
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
手
作
り
と
外
食
や
加
工
食
品
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

４
　
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と

５
　
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
類
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

６
　
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に

　
・
食
塩
は
、
一
日
1
0
グ
ラ
ム
未
満
に
し
ま
し
よ
う
。

　
・
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

５



引
っ
越
し
の
季
節
到
来

　
い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で
す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
、
こ
の
時

期
、
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
方
、
転
入
や
転
出
、
転
居
等
を
さ
れ
る
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
転
校
す
る
と
き
●
　
　
●
進
学
す
る
と
き
●

　
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校
　
　
　
　
　
　
　
進
学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
等
に
転

　
住
民
諜
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
、
　
　
出
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
医
療

転
校
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行
　
　
費
は
、
扶
養
考
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
　
　
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
健
康

証
明
書
」
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
　
　
保
険
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
に
、
親

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
と
別
の
披
保
険
考
証
が
交
付
さ
れ
ま

ヽ
町
外
へ
の
転
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
担
任
の
先
生
を
通
じ
学
校
長
に
申
し

出
て
、
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
　
　
必
要
な
も
の

証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
　
　
　
国
民
健
康
保
険
証
・
在
学
証
明
証
又

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
も
　
　
は
学
生
証
の
写
し
・
印
鑑

ら
っ
て
、
転
校
先
の
市
町
村
教
育
委
員

会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
問
合
せ
先

　
町
外
か
ら
の
転
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生
部
保
健
課
国
民
健
康
保
険
保

　
住
民
課
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
８
１
Ｉ
１
８
３
６

転
入
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
が
発
行

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与
　
　
手
続
き
先

証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
　
　
　
民
生
部
住
民
課
　
合
8
1
－
１
８
２
５

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ
　
　
　
稲
葉
出
張
所
　
　
登
8
2
－
１
０
０
２

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
南
犬
飼
出
張
所
　
登
8
6
－
０
０
０
４

手
続
き
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
７
圭

一

引っ越しをされる時の届出一覧表

各
種
届
け
出
も
忘
れ
ず
に
″
・

種　類 内容と届け出期間 必　要　な　も　の

転入届
・他の市町村から引っ越し
　してきたとき

・住み始めてから14日以内

・印鑑

・前の市町村（前住所地）が発行した「転出証明書」

・国民健康保険に加入していた方は、申し出てください（転入する世帯で
　国民健康保険に加入していれば、国民健康保険証）
・国民年金手帳（加入している方のみ）

・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出してください
　（住民課に用紙があります）

・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）

・母子健康手帳（該当している方のみ）
・介護保険受給資格証明書（該当している方のみ）

・身体障害者手帳・療育手帳（該当している方のみ）
・児童手当用所得証明書を持参して福祉課で手続きをしてください
　（該当している方のみ）

・妊産婦、乳幼児医療受給資格考証を持っていた方は、申し出てください

転居届

・壬生町内で引っ越しした

　とき
・住み始めてから14日以内

・印鑑
・国民健康保険証（加入している方のみ）
・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出してください

　（住民課に用紙があります）

・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）
・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証

　（該当している方のみ）
・介護保険披保険者証（該当している方のみ）

・身体障害者手帳・療育手帳（該当している方のみ）
・支援費受給者証（該当している方のみ）

・住民基本台帳カード（所有している方のみ）
・各種医療受給者証（該当している方のみ）

転出届

・壬生町から他の市町村に
　引っ越しするとき
・住み始めの目の前後Ｈ日

　以内

・印鑑

・印鑑登録証（登録している方のみ）
・国民健康保険証（加入している方のみ）

・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証
　（該当している方のみ）

・介護保険被保険者証（該当している方のみ）
・介護保険各種減額認定証（減額認定されている方）

・支援費受給者証（該当している方のみ）
・各種医療受給者証（該当している方のみ）

・住所地特例適用届（介護保険施設に入所している方）
・児童手当用所得証明書を交付請求してください

　（児童手当に該当している方のみ）
・ナンバープレートと標識交付証明書

　（125cc以下の原動機付き自転車を所有している方）
・住民基本台帳カード（所有している方のみ）

６



使≒言広頗行政サービス

言外でも「住民票の写し」・「戸籍謄抄本」の

交付が受けられます。

　壬生町・宇都宮市・上三川町・上河内町・河内町・石橋町では、

「住民票の写し」・「戸籍謄抄本」の相互交付を行っています。

　この６市町のみなさんは、この区域内の「同一戸籍の人の戸籍

謄抄本」や［同一世帯の人の住民票の写し］を、お近くの窓口で

受け取ることができます。

＝受付日時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、

　　　　　　午前８時30分～午後５時

問合せ先　住民課　昔８１－１８２５

引
っ
越
し
の
目
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

前
も
っ
て
水
道
課
へ
閉
校
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
際
は
、

住
所
・
氏
名
・
引
っ
越
し
日
時
・
引

っ
越
し
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

引
っ
越
し
ま
で
の
水
道
料
金
（
精
算

分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か
ら
引
っ

越
し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に
計
算

い
た
し
ま
す
。

連
絡
（
閉
栓
の
手
続
き
）
を
い
た
だ

き
ま
せ
ん
と
、
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
引
き
続
き
料
金
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
水

道
諜
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
問
合
せ
先

水
道
部
水
道
課
昔
8
2
－
２
２
６
０

水
道
の

　
閉
栓
手
続
き
を

　
　
忘
れ
ず
に
！

鬼參･島⑩鬼を側世　合い言紫ば『福ぱ内卜鬼ば外』|

　１月29目、児童館において、幼児と小学生合わせて約120名が参加して、節分

会が実施されました。

　節分会は、幼児の部と小学生の部に分かれて行われ、初めに下野民話の会の

橋田智恵さん（若草町）によるお話を聞いた後、児童館運営委員（水井正成会

長）らによるお宝まきが行われました。

　小学生の部では、ボランティアで参加した町職員が扮する鬼の背中の箭にボー

ルを入れる、『鬼ヶ島の鬼を倒せ』ゲームが行われ、たくさんのボールを入れた

子どもたちが勝利し、お宝まきでお菓子やぬいぐるみなどをいただいて、子ど

もたちは大喜びの一目でした。

児童館母親クラブ会員募集！

　空いている時間に子どもだちとふれあいませんか！

　母親クラブでは、今回、実施された節分会を始め、児童

館行事の補助や遊具点検、人形劇等の活動をしています。

　性別、年齢は一切問いません。興味をお持ちの方、ご一

報ください。お待ちしています。

　○年会費　３００円

　○連絡先　壬生町児童館　昔８２－７３８８

７

一



第
１
９
一
回

　
ま
ち
づ
く
り
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
第
１
２
回
ま
ち
づ
く
り
町
民
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
１
２
点
が
こ
の
ほ

ど
決
ま
り
、
２
月
２
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
3
3
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

最
優
秀
賞
に
あ
た
る
「
推
薦
」
に
は
、

川
原
田
コ
マ
さ
ん
の
「
八
坂
祭
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

言
　
薦

ら

入貧者の皆さん「八坂祭」川原田　コマ

-

仁　選

遍幽幽ﾕご漁況ｺﾞ談齢只千駈

万贈謳圖霞

一

「晩秋の庭園」石崎　典子「トマトの収穫」大栗　正次郎

入　選

「
五
月
の
風
」

小
田
垣

靖
子

　 　 ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ 　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ 　 ㎜ ㎜ 　 ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜

「 菊 香

る 」 石

崎 　 太 門

８



９

「初冬の朝」荒川　和夫

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

毛
塚

光
男

「歓喜院」佐藤　源二郎

「おめでとう」黒川　美佐子

ヽ ミ ー

　 一 一 一 一 -

　 －

－ = - -

㎜ ㎜ ㎜ ■

　 - - - － － －

■ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■

佳　作

「楽しい遠足」和久井　昭治

「初秋」杉山　妙美

「
町
民
運
動
会
」

か
わ
は
ら
だ
　
た
だ
し

川
原
田
　
忠
司



第
5
6
回
成
人
式

新
た
な
決
意
を
胸
に

　
５
２
３
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

今
後
の
み
な
さ
ん
自
身
に
係
っ
て
い
ま

す
。
苦
難
に
負
け
な
い
気
力
、
失
敗
に

屈
し
な
い
で
や
り
遂
げ
る
心
構
え
で
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
、
激
励
の

百
果
を
交
え
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

　　た
成　゜

人

者

あ

い

さ
つ

で

は

成

人

者

を

　
第
5
6
回
成
人
式
が
１
月
９
日
、
壬
生

中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
と
南
犬
飼
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
運
営
委
員
の
成
人
者
が
司
会

進
行
を
努
め
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

第
上
部
の
式
典
が
行
わ
れ
、
南
犬
飼
中

学
校
体
育
館
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
清
水
町
長
が
、
「
成
人
を
迎
え
た
み

な
さ
ん
は
人
生
で
言
凡
ば
仮
免
許
の
資

格
を
取
得
し
た
段
階
で
す
。
充
実
し
た

実
り
あ
る
人
生
に
す
る
か
し
な
い
か
は

代
表
し
て
、
壬
生
中
学
校
区
で
は
楡
井

将
太
さ
ん
が
、
南
犬
飼
中
学
校
区
で
は

青
柳
宏
亮
さ
ん
が
、
新
成
人
と
し
て
の

　抱

第負

二や

部感

で謝

はの

ア言

ト葉

ラを

ク述

シペ
ヨま

ンし

とた

し　゜

て
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
恩
師
と
懐
か
し
そ
う
に

会
話
を
し
た
り
写
真
に
収
ま
っ
た
り
と
、

あ
ち
こ
ち
で
旧
交
を
温
め
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

成
人
者
あ
い
さ
つ

「
誇
り
」
と
「
責
任
」
を
自
覚

　
　
　
　
節
度
あ
る
行
動
を
！

楡井将太さん

　
新
春
の
良
き
目
、
ご
来
賓
の
方
々
、

中
学
時
代
の
先
生
方
の
ご
臨
席
を
賜
り

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
が
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

ま
し
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
成
人
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
と
共
に
育
ち
、
共
に
学
ん

だ
こ
の
壬
生
町
で
式
を
行
え
る
こ
と
は
、

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
れ
か
ら
の
自
己
実
現
に
向
け
て
今
ま

で
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

る
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
も
考
え
ず
に
自
由
奔
放
に
過
ご
し
た

中
学
時
代
を
思
い
出
す
と
、
反
省
す
べ

き
点
ば
か
り
で
す
が
、
生
き
生
き
と
し

て
い
た
自
分
が
失
わ
れ
て
い
っ
て
い
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
成
人
す
る
に
あ
た
り
、
社

会
人
と
し
て
、
「
誇
り
」
と
「
責
任
」

を
自
覚
し
な
が
ら
節
度
あ
る
行
動
を
と

り
、
我
が
故
郷
壬
生
町
の
発
展
と
自
分

の
目
標
実
現
の
た
め
に
、
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
指

導
・
ご
鞭
麹
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
簡

単
な
が
ら
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

目
標
を
掲
げ

　
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い青柳宏亮さん

　
新
春
の
良
き
日
に
、
ご
来
賓
の
方
々
、

中
学
時
代
の
先
生
方
の
ご
臨
席
を
賜
り

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
が
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
に
、
成
人
者
を
代
表
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
多
く
の
友
情

を
育
ん
だ
こ
の
場
所
で
式
を
迎
え
る
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
己
実
現
に
向
け

て
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
る
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
は
、
埼
玉
の

大
学
に
通
い
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
毎
日
を
が
む
し
や

ら
に
過
ご
し
て
い
た
あ
の
頃
を
思
い
出

す
と
、
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
る
と
同

時
に
、
何
か
近
い
将
来
に
対
す
る
漠
然

と
し
た
不
安
も
感
じ
ま
す
。

　
成
人
式
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
か

ら
、
新
し
い
自
分
へ
の
生
ま
れ
変
わ
り

の
儀
式
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と

私
は
感
じ
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
自
分
な
り
の
目
標
を
掲
げ
て
、

見
失
わ
な
い
よ
う
に
、
希
望
を
持
ち
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
指

導
・
ご
鞭
詰
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
簡

単
な
が
ら
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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魂鯨膨脂肪蓼蜜)ぷ
依然として多い、自動車等のドアロック無し
　　　　　鍵の付けっぱなし

〈壬生町防犯診断調査結果報告〉

　自動車や自転車、オートバイの施錠状況等を調査し、防犯意識の高揚を

図ることを目的とした防犯診断調査を、12月17[]、壬生、稲葉、南犬飼、

おもちやのまちの４地区の防犯組合において同時開催されました。

　町内全体の調査結果を見ますと、ドアロックをしていない自動車が378台

(９％)、鍵の付けっぱなしが160台(４％)、鍵をしていない自転車が664台

(43％)、鍵のないものが91台(６％)、鍵が付けっぱなしのオートバイが27

台(14％)と、鍵を掛けていなかったり、鍵の付けっぱなしなど、年々件

数は減ってはきていますが、まだまだ油断されている方が多いようです。

　自宅の敷地内や車庫内でも鍵は必ず掛け、防犯に努めましょう。

　〈ブロック別状況〉

　 　 　 　 一 一

　 一

- -

- - 　 　 -

一 一 一 一 ‥ 　 　

一一 　 ‥ 　 　 一一 一 一 一 一 　

一一 　 一 一 　 　

- 　 － 一一 一 一 一 一

一一 一 一 ‥ 　 　 -- - - ‥

- - -- ‥ - -

－ － -一 - － - － - － － 　 　 　 -一 一 ‥ 　 　

一一 　 一 一 一 一 　

－ 　 -- - - ‥ - 　

一一 一 一 - － 　 一 一一 一 　 　

-一 一 一 一 　 　

-一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 　 　

一 一一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 　 　

一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 　 一 一一 一 一 一 一 一

実施台数　4,289台

おもちゃのまち おもちゃのまち６

２目は政府の呼び方けによる

実施台数　1,559台

おもちゃのまち

{2r[C　　　　　sM　●

*安全エレちゃんからの省エネアドバイス＊

　
一
年
を
通
し
て
ご
家
庭
で
た
く
さ
ん
電
気
が
使
わ
れ
で
い
る
家
庭
製
品
の

ト
ッ
プ
は
①
エ
ア
コ
ン
②
冷
蔵
庫
③
照
明
器
具
④
テ
レ
ビ
で
す
。
地
球
環
境

を
考
え
て
、
省
千
早
し
ま
し
ょ
う
。

　j･■■■■■･･.･‾‾"･ ･1'･･=-g-･
C
オートパ

;r

実施台数　197台

　て1
0

①
設
定
温
度
は
控
え
め
に

　
冬
の
室
温
の
設
定
は
2
0
で
を
目
安
に
、
冷
蔵
庫
内
の
温
度
設
定
は
弱
め
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ

　
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
や
不
要
な
照
明
は
、
こ
ま
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

　
就
寝
や
外
出
す
る
と
き
は
、
常
時
通
電
が
不
要
な
電
気
製
品
は
、
こ
ま
め

　
に
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。
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含で恚iド哺添勧阿債権意趣
　
人
権
意
識
の
高
揚
と
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
・

栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・
栃
木
県
人
権
啓

発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、
例
年
小
・

中
学
生
へ
人
権
に
開
す
る
書
道
、
作
文
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
小
学
生
人
権
書
道
、
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
・

生
徒
典
び
に
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

早，==に｡1……･･:･･j｡･･栃木人権擁護委員協議会入選　∧…………

人
　
権
　
作

　
　
優
　
秀
　
賞

文

「
勇
気
を
出
し
て
」

南
犬
飼
中
学
校
３
年
　
中
川
荊
栄

人

　
権
最
優

書秀
賞

道

　
で
一
に
ド

1
1
リ
’
　
｝
　
　
　
こ
気

跨
-

ず

藤井小学校５年

　　毛塚麻衣

安塚小学旧年　衣

　大久保歩美

奨励賞人権作文万
学　校　名 学　　　年 氏　　　名 題　　　名

壬生中学校 ３年 三上　　冴 日本から差別をなくすために

人権書道づ=JT(lj･優秀賞

学　校　名 学　　　年 氏　　　名 題　　　字

睦小学校

壬生小学校

安塚小学校

壬生小学校

壬生東小学校

壬生北小学校

安塚小学校

壬生北小学校

３年

４年

４年

５年

５年

５年

５年

６年

増山　晃基

板橋　由夏

生田目嵐史

大垣　　悠

たまま　　り　さ玉真　里紗

　　　　かすのり刀川　和典

井上　秋穂

山野井理恵

ともだち

思いやり

思いやり

自由平等

自由平等

自由平等

自由平等

人権尊重

賞奨励

学　校　名 学　　　年 氏　　　名 題　　　字
壬生小学校

壬生東小学校

睦小学校

壬生北小学校

壬生東小学校

稲葉小学校

羽生田小学校

３年

３年

３年

３年

４年

６年

６年

大垣めぐみ

高橋　直也

伊藤　謬

山井　千聖

小平　察菓

高村声声

山口　諒子

ともだち
ともだち

ともだち

ともだち

思いやり

人権尊重

人権尊重
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春先は空気が乾燥しています　　　　　　　'－'／Ｕ●ｗ●-－ゐｆｇ　¶●ｇｆｇＳＷ　ｉｗ°ｗ●　ＺＯ
中

火の元には十分注意しましょう／

　春は降水量が少なく、空気が乾燥しており、強風が吹くといった気象条件のため、火災が発生したときの被害が大

きくなりやすい傾向があります。

　平成16年中に石橋地区消防組合管内（壬生町を含む５町）で発生した火災件数は75件を数え、約半数近くの34件が

壬生町内で発生しています。

　管内の出火原因を見てみると、原因不明・調査中・放火を除くと、たばこやガスコンロ、たき火、工業機械（溶接

機・切断機）からの出火など、日常生活の中でのちょっとした不注意によるものが大半を占めています。

　火災による死傷者は10名、内６名の方が亡くなられています。火災は貴重な財産ばかりでなく、尊い生命をも奪っ

てしまいます。くれぐれも大の元には十分ご注意ください。

……………1逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

づ………寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。

……………j'･i火災を小さい内に消すために、住宅用消火器を備える。

百'･7･-=お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体

　制をつくる。

↑　家のまわりに燃えやすいものを置かない。

こ2　寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

３　天ぷらを揚げるときは、その場を離れな

　　い。

４　風の強いときは、たき火をしない。

５　子どもには、マッチやライターで遊ばせ

　　ない。

６　電気器具は正しく使い、たこ足配線はし

　　ない。

７　ストーブには、燃えやすいものを近づけ

　　ない。

13

゛ｸﾞ寝たばこは、絶対やめる。

－ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

側ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

ストーブの上の洗たく物

ストーブの前のスプレー缶など

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

37つl:1

の用心７づのポインド
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まちのわだい
町村合併50周年節目の年

　　　　　　　　　賀詞交歓会新春を祝う
　新春恨例の賀詞交歓会が、１月引ﾖ、町中央公民館において開催され、

約400人が出席して新年を祝いました。

　清水町長が、「三位一体の改革が進められ、地方は厳しい行財政運営を

強いられているが、本町では先人たちのご努力等もあり健全財政が堅持さ

れています。福祉の充実、地域活性化事業の推進、道路や下水道整備など、

今後も『夢と活力にあふれた緑副都市』の実現に向けて進んでいきたい。

また、本年は、町村合併50周年の節目の年でありますので、各種記念事業

も実施していきたい｡」と、抱負を交えてあいさつを述べました。

　続いて、来賓の佐藤勉衆議院議員、鯉沼義則県議会議員、田中一男町議

会議長が祝辞を述べ、池節子教育委員会委員長の発声で乾杯が行われた後、

喜峰会（出井喜好会主・下稲葉）のみなさんによる新春謡曲が披露される

中、参加者は和やかに歓談していました。

,………永年のご苦労に対し　　　　　　　……………,.,.，

退任民生委員・児童委員に感謝状贈呈

　昨年11月30[]をもって任期満了により退任されました民生委員・児童委

員11名の方に　１月20日、役場会議室において、永年にわたるご苦労に対

し厚生労働大臣感謝状並びに栃木県知事感謝状の伝達式が行われました。

永い間犬変お世話になりましたことを感謝申 し上げます

　　　とよじ　戸崎豊治退任民生委員・児童委員（敬称略）／住川卓三（

宇賀神二三子・神長徳茂・高橋ミサ・川野漫泰子・神長孝子・安生佳子

ｉ
ｌ
ヨ
’
泰
Ｊ
ｙ

１

ｅ

Ｈ

平成i7年壬生町賀詞交歓会

¬TT'･'“TjiiljlTT

　]ﾆ………言JE,｡｡｡‥｡｡｡_-'::J;:;.i

坂田佐一郎さん

　　町へ交通安全指導車を寄付
　１月17日、坂田佐一郎さん（現壬生町交通安全協会長）から町へ

交通指導車の寄付がありました。

　坂田さんから交通安全指導車の寄付を受けるのは２回目で、前車両

が老朽化したため、新たに更新するかたちで寄付をしていただきました。

　町では、寄付された交通安全指導車を、交通事故防止や防犯パト

ロールに活用し、安心で安全なまちづくりに役立てていきます。

・青木金十郎・佐藤信子・石井末代・岩田幸子・渡遺親守・

おもちや博物館

お正月特別開館でお正月を満喫
　１月３日、４日の２日間、おもちや博物館において、お正月特別

開館が行われました。

　当田よ、お楽しみ抽選会、手作り羽子板教室、琴・尺ハ演奏会、

抹茶野点が行われ、訪れた方々はお正月ならではのイベントを楽し

んでいました。



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

頑張る農業者を応援／

白白認定農業者に新たに５名認定
　意欲的に農業に取り組む農業者が、経営規模の拡大や、生産方式、経

営管理の合理化、休日制や給料制の導入など、経営目標を作成した「農

業改善計画」を認定する、認定農業者制度に基づく認定農業者に新たに

５名が認定を受け、１月Ｈ日、役場会議室において、認定書の授与式が

行なわれました。

　認定を受けると、農地取得や機械・施設などの取得資金が低利で融資

を受けられたり、税制の特例、経営相談や各種研修などが受けられます。

今回認定を受けた方々（敬称略）（　）内は目標とする営農類型

広報公聴係昔81－1812

伊藤　博（水稲、苗）／賀長茂一（米麦、苗）／高橋喜一（米麦、苗）／梁島重正（水稲、苗）／梁島良市（苗）

南犬飼地区老人クラブ連合会
　南犬飼地区公民館が主催する開花学級の学級生と南犬飼地区老人ク

ラブ連合会主催による芸能発表演芸大会が、１月1掴、南犬飼地区公

民館で開催されました。

　同学級の閉校式に引き続いて開催された演芸大会には、地区内の会

員約200名が参加し、歌自慢、踊り自慢が披露する歌謡曲や民舞などを

楽しみました。

大会は、１年間元気だったね。今年も頑張ろう。顔を合わせることで、みんなの安

丿話し考くれました。

壬生町学校美術・造形展

学習の成果を発表7
内
小
・
中
学
校
の
参
加
協
力
の
も
と
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
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。
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地域交流を深めたもちつき大会
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　　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せください

………しいたけ生産作業を体験　　…………,｡｡･｡,……

白　　　　　　　　　安塚小学校-

　しいだけの生産作業を通して、平地林の保全に関する理

解と、生産の喜びを体験してもらおうと、１月26Eﾖ、安塚

小学校４年生62名が、原木への種駒打ち作業をしました。

　作業の前に栃木県佐野林務事務所職員並びにしいだけ

栽培農家の山井一男（北小林）さんから、しいだけ菌や栽

培についての説明を受けた後、山井さんの補助を受け、約

50の穴を開けた長さ１メートルほどの原木に　２人一組と

なって種駒打ちをしました。穫駒が植えられたほだ木は、校

庭の木陰で管理され、来春には初収穫できるとのことです。

第17回女と男との集い

広報公聴係昔81－1812

｢健全な男女共同参画社会とは2ll°7゛"

　　　　　　･-･
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　１月29日、壬生中央公民館中ホールにおいて、壬生町教育委員会・

壬生町女性団体連絡協議会主催の第17回女と男との集いが、約300名

の参加の下、開催されました。

　集いは、女性団体連絡協議会のみなさんが、“お父さんは料理上手”

と題した寸劇で「ジェンダーってなあに」を問題提起し、引き続いて

「健全な男女共同参画社会とは」－ジェンダーフリー思想の問題点と

家庭崩壊時代の危機－と題して、日本青少年育成学会アドバイザーの

青津和代先生が講演され、「差別と区別は違います。差別はいけない

が区別はあってもよいのではないか。お互いの違いを違いとして認め

合って助け合うことが男女共同参画社会への到達目標である」等と話

され、会場のみなさんは、熱のこもった講師の話を熱心に聞き入って

いました。

ﾀﾞ藤井農産物直売所ふくべの里

直売所コンテスト総合表彰で銅賞を受賞
　農産物の直売所「藤井農産物直売所ふくべ

の里」が、ふるさと栃木フェアにおける「直

売所コンテスト」総合表彰において銅賞を受

賞し、１月20［］、パルティ（とちぎ男女共同

参画センター）において表彰されました。

　　「ふるさと栃木フェア」（ふるさと栃木フェ

ア実行委員会主催）は、栃木県内各地域の創

意と工夫により開発生産された農林水産物・

特産品を一堂に集め、展示・販売を実施する

ほか、農業・農村とのふれあいを提供する総

合的なイベントで、平成６年度からは「直売

所コンテスト」が実施されています。

　今年度、同コンテスト開催10周年を記念して設けられた総合表彰では、過去に入賞した農

産物直売所を対象に選定され、「藤井農産物直売所ふくべの里」は、豊富な品揃えと親切な

商品説明、活気のある店づくりが評価され、今回の受賞となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16
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　次回は４月生まれのアイドルを募集します。

（締切３月25日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

｡鼎恚ｓ拉　奉　罰ｓ湘採
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しらくたいせい白久泰聖ちゃん（駅東）

　　　（H16. 2.16生）

　
１
月
2
0
日
、
藤
井
小
学
校
（
落
合
範

子
校
長
）
６
年
生
1
6
名
が
、
思
い
出
に

残
る
文
字
を
全
紙
に
書
く
卒
業
記
念
制

作
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
特
別
非
常
勤
講
師

の
飯
塚
ま
ゆ
み
さ
ん
か
ら
、
「
上
手
に

書
こ
う
と
思
わ
な
い
で
、
の
び
の
び
書

け
ば
い
い
よ
。
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
「
友
情
」
・
「
協
力
」
・
「
純
心
」
等
、

自
分
の
好
き
な
言
葉
や
文
字
を
元
気
良

く
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　
　
「
一
畳
ぐ
ら
い
あ
る
用
紙
に
書
く
の

は
緊
張
し
た
が
、
す
ご
く
い
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
習
字
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
」
「
卒
業
式
に
飾
っ
て
家
族
に

見
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い

卒
業
記
念
の
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

-

づ
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壬生町合併50周年記念

－ 一 一

ＮＨＫ歴史探訪セミナー

賜鼓動鮮噸鯨甜鯵駿題司
　ＮＨＫ宇都宮放送局と壬生町では、壬生町合併50周年記念として、ＮＨＫ歴史探訪セミナー「咸臨丸を

読み解け～16歳の壬生侍が見た世界～」を行います。

　このイペントでは、今から約140年前の江戸末期の激動の時代、わずか16歳の若さで幕府軍艦「咸臨丸」

に乗り、勝海舟、福沢諭吉、ジョン万次郎らとともに太平洋を渡った斎藤留蔵（さいとうとめぞう）という栃

木県壬生町出身の青年を取上げます。彼の残した咸臨丸での航海日記「亜行新書」を元にした朗読劇と、「歴

史探訪トーク」を通して、「扁額留蔵」や当時の歴史について分かりやすく紹介します。

　観覧ご希望の方は、以下の要領でお申し込みください。

日
金
主

時

場

催

３月27日（日）開場　15:00　開演　15:30　終演予定　１７：３０

壬生中央公民館　大ホール　　＞　　　　　　　　　　　　　　　レ

壬生町･ＮＨＫ宇都宮放送局　　　　　　　　　　　　　　………

出演･内容　総合ナビゲーター　林家きく姫(落語家)、

　……::万　‾(ＮＨＫ「週刊こども二こi－ス｣おかあさん役)

‥‥‥‥‥‥第１部　朗読劇f咸臨丸を読み解け～16撞の壬生侍が見た世界-･･｣

　づ　　　脚本／桑名英文　　　　　　　　　　　　　　犬　　　　　▽

　‥‥‥‥演出／水下きよし(花組芝居)　　　　　　　　回　レ

……………………出演／原川浩明　水下きよし上松原綾央(花組芝居)･-、ニ､｡ﾆﾉ　ﾚ……､………=jｿﾞ･=､……j……

…　………第ａ弊!……:歴史探訪トーク｢一一一華を9E和だ町、圭生麦I｣……………;=で………1万一。∧①J=｀y､｡=ｴﾚyl]……｡y:……､………､…………

　　　　　　出演／林家き＜姫(落語家)　　　　‥‥　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥=1……………J宍ぅ･４翁草'ﾌﾟ･芦ぢ姫

　　レ　　＼　　　中野正人(壬生町歴史民俗資料館)‥ほか犬　…………こ回…　………………=　………ﾌJ……

　　　　　　進行／水谷彰宏(ＮＨＫ宇都宮放送周アナウンサー)……(……=1　　　　　…………:'

応募方法　入場は無料ですが、入場整理券が必要です。ご希望の方ぱ、電話またはFI'jAXで、｢住所｣｢名

　犬　　　舶｣｢電話価居｣｢参加を希望する人数｣をお知らせください。

　　‥‥‥‥=峯定員となり次第、締切とさせていただきます。(1､000名)　　　　　レ　　尚　………

E§ﾖ込間きせ先　jNH=K宇都宮放送周　�028=･634－9166(平日9:､30～18:00)上国028－638－3819

…………………:………URL'http://www.nhk.or.jp/utsunomiya/パレ……:……　…:…………………1………………………………

1，0@･･'に･一･

◆社会福祉協議会へ

　　　　（○数字は寄付回数）

粂川フミ様②　　　　５千円

匿名②　　　　　　　　１万円

◆町へ

　１月13日、壬生寺保育園

（渡辺光喜園長）様から、過

日開催された「壬生寺保育園

創立30周年記念及び第８回

壬生円仁和太鼓フェスティバ

ル」の益金の一部10万円が、

社会福祉のためにと寄付され

ました。

睦小　６年

　小林麻紀

六

小
鉢
麻
紀

睦小　６年

谷村政太郎

　　　　　　　版画「最後の瞬間」

凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています
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